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活き活きとシアワセに働く

～女性のためのモチベーション講座～
＜講演の目的＞

◆女性社員が、納得感と充実感を持って日々の仕事に取り組み、自身の力を最大限
に発揮することを目的とします。

＜講演の要素＞

◆自分と共通点のある、働く女性のケーススタディを通して、自分の働き方・考え
方・行動をふりかえる

◆女性の特徴や強みを理解する

◆モチベーションを上げる具体的な方法を知る

◆納得できるキャリアを築くための考え方を知る

＜講演のトーン＞

◆参加者と同じ目線で、語りかける

＜講演のアジェンダ＞

１．講師自己紹介

２．ある女性のケース「なんとなくやる気が出ない・・・」
⇒「仕事が忙しく、今後に不安。なんとなくやる気が出ない」というケースを例に、原因と対策を考

えます。

３．不安を見える化しよう

 仕事を続けるメリット、デメリット
⇒メリット、デメリットを個人でリストアップし、全体またはグループでディスカッションします。

 情報を集める
⇒悩みを解決するためには、情報収集も大事です。知っていますか？ 同年代の報酬の平均、再就職

率、自分と似た環境にある人の成功例などなど。

４．キャリアのトライアルをしよう

 重要な決断は、トライアルをしてから
⇒悩んでいるときは間違った意思決定をしやすいものです。まずは「お試しをしましょう」。期間を

決めて、「こんなやり方で仕事をしてみたら」「こんな人間関係を創ってみたら」・・・

５．自分のモチベーションのツボを知る

 一番やる気が上がったのはどんなときですか？
⇒最近1ヶ月でやる気が上がったとき、下がったときを書き出し、自分のモチベーションの特徴をつ

かみます。「人間関係が影響するんだ」「成果が出るとやる気になる」などなど。

５．モチベーション・マップを描こう
⇒「励ましてくれる人」「癒してくれる人」「元気が出るグッズ」「好きな本」など、自分のモチ

ベーションを上げる要因を、マップに書き出し、楽しく、モチベーションの上げ方を考えます。

６．シアワセに働くためのヒント
⇒３ＧＴｓ、リフレーミング、デソシエイトなど心理学の様々な知見を活用した、具体的なヒントを

ご紹介します。

７．まとめ

講演の概要



講師：菊入みゆき プロフィール
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【著作物、研究論文など】

○著書
●『はたらく女性のための「転機」をチャンスに変える本』 河出書房新社,

●「職場で“モテる”社会学 なぜ今、女性は「仕事を楽しむ男」に惹かれるのか」講談社,2012

●「私たちの恋と仕事」中経出版、2010年

●「できる人の口ぐせ」中経出版、2007年

●「1日10分心のストレッチやる気を高めるレッスンブック」東洋経済新報社、2007年

●「「ムカッ!」ときたとき読む本」ＫＫベストセラーズ、2006年

●「仕事ができる人の８つの性格」幻冬舎、2005年

●「みるみるやる気の魔法の小物箱」青春出版社、2005年

他、多数。

○研究論文
●「職場におけるモチベーションの伝播に関する研究」（修士論文、2013年）

●『転機から見たキャリアについての探索的研究』（日本産業カウンセリング学会、2005年）

●『成長欲求が「満足感→販売目標→販売成績」に与える影響』（産業･組織心理学会、1999年）

●『セールス活動における成績→満足→モチベーションの連鎖 ―なぜ売れる人はいつも売れるのか―』
（産業・組織心理学会、1998年）

○監修したビデオ
●日経ビデオ「社員のモチベーションの高め方」全２巻、2003.10

●日経ビデオ「こうすればやる気が生まれる!!」全２巻、2004.11

○通信教育コース
●「自分の「やる気」をコントロールするコース」日本能率協会マネジメントセンター
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ワーク・モチベーション研究所 所長

モチベーション・コンサルタント

【略歴】

大学卒業後、株式会社パルコにて直営店の企画・運営に８年間携わ

る。1993年、株式会社JTBモチベーションズ創立時に入社、以来、

ワークモチベーション（仕事意欲）の調査、研究、コンサルティングに

携わる。開発した商品は、「やる気」分析システムＭＳＱ、モチベー

ション向上研修プログラム 等。

著書は、『はたらく女性のための「転機」をチャンスに変える本』 （河

出書房新社）、「職場で”モテる“社会学」(講談社）、「できる人の口ぐせ」

(中経出版）、「やる気が出ないとき読む本」（東洋経済新報社）ほか多数。

筑波大学大学院 人間総合科学研究科 博士前期課程修了 カウンセリング修士

産業・組織心理学会会員、日本産業カウンセリング学会会員


